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暦をめくる、
世界をめぐる
暦で読み解く世界の文化
中牧 弘允

［アメリカ・ヨーロッパ　伝統とキリスト教］

マヤ暦
―幾つもの暦を操った文明
八杉 佳穂

アンデスの暦とインカの暦
藤井 龍彦

キリスト教の年中行事と暦
―ルーマニアを中心として
新免 光比呂

［アジア・アフリカ　暦の共存］

ベトナム、黒タイのくらしと暦
樫永 真佐夫

さまざまな暦の大らかな共存
三尾 稔

南アジアの占星術を考える 
杉本 良男

ふたつの旧暦をめぐる論争
―モンゴル国
松川 節

ノウルーズは海を渡ったのだろうか
―ザンジバルにおける幾つかの謎
鈴木 英明

［ 目 次 ］

―特集 ―  

表紙　聖母被昇天祭の巡行　
写真・文 ＝藤井 希伊

写真提供・協力
国立民族学博物館、金情浩、沖 守弘、松尾瑞穂、ガンダン寺学術
文化研究所、沖縄県立図書館、石毛直道

本文中、撮影者・提供者を記載していない写真は執筆者の撮影・提供
によるものです。

［日本　日本に集う世界の暦］

暦はひとつ？―トキとアイダのありよう
笹原 亮二

時間の吉凶を知る沖縄の日取り帳
渡邊 欣雄

千島アイヌの暦
齋藤 玲子

移民の信仰と年中行事
―日本とフィンランドにおいて
庄司 博史

民博における暦の収集から展示まで
中牧 弘允

コヤのママチャ・アスンタ
藤井 希伊

生活必需品から文化と近代化を考える［8］

花嫁のダウリーボックス
―インド女性の衣服と贈与の循環
中谷 純江

本棚
食を研究するということ
石毛 直道著

『レシピで味わう世界の食文化―みんぱく研究室でクッキング』
大澤 由実


